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処理がある．本研究では 7050-T7451Al 合金の疲労き裂進展に及ぼす LP 処理の影響を調べるため




(1) 疲労き裂進展試験結果より，a=13mm 付近までは LP(1)材のき裂進展速度が n.p.材よりも約
1.68～1.96 倍に速くなり，a=13mm 以上では LP(1)材のき裂進展速度は n.p.材よりも約 1.15～
1.25 倍速くなった．そのために LP(1)材の破断繰返し数は n.p.材の破断繰返し数の 43%～63%




(2) LP 処理を施したことにより試験片内部中央に LP(1)10 材では約 58MPa，LP(1)5 材では 90MPa
の引張残留応力が発生することがわかった．この引張残留応力の影響により，LP 材は，n.p.
材よりも低い⊿K で第Ⅱa 領域が出現し第Ⅱb 領域に移行する，そのために(1)で述べたよう
な a=13mm 付近までは LP(1)材のき裂進展速度が n.p.材よりも約 1.68～1.96 倍に速くなる現
象が起こった． 
 
(3) n.p.材と LP(1)材を用い⊿Kth試験を行なった結果，n.p.材では R=0.1, 0.3, 0.5 のΔKthはΔKth=3.9, 
2.9, 2.1 MPa･m1/2 と求まり，LP(1)材のΔKthはΔKth=4.0MPa･m1/2と求まった．  
 
